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幼年消防フェスティバル
火災予防啓発の一環で、11月８日、阿久根

消防署主催の「幼年消防フェスティバル」が、

市役所駐車場で開催され、幼稚園・保育園の

幼年消防クラブの園児や保護者など約250人

が参加しました。

毎回恒例の救助工作車と園児たちによる綱

引き対決では、勝利した園児たちが、万歳な

どをして大喜びしていました。



2Akune

月
９
日
、
延
期
さ
れ
て
い

た
美
ど
こ
い
花
火
大
会
が
、

阿
久
根
新
港
埋
立
地
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
色
と
り
ど
り
の
７

千
発
の
花
火
が
、
秋
の
夜
空
に

打
ち
上
げ
ら
れ
、
約
１
万
５
千

人
の
人
出
で
賑
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
例
年
の
倍
近
い
数

の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ほ

か
、
音
楽
と
レ
ー
ザ
ー
光
線
の

演
出
が
初
め
て
取
り
入
れ
ら
れ
、

見
物
客
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

11

阿久根みどこい祭り
美どこい花火大会

第６８回
阿久根市総合文化祭

月
１
日
、
２
日
の
２
日
間
に
わ

た
っ
て
、
第
68

回
阿
久
根
市
総

合
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

演
芸
部
門
で
は
、
42

団
体
が
出
演
。

大
勢
の
観
客
が
、
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
披
露
す
る
出
演
者
に
、
惜
し

み
な
い
拍
手
や
声
援
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
市
民
会
館
２
階
会
議
室
や

働
く
女
性
の
家
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
展
示
部
門
で
は
、
園
児
や

児
童
の
か
わ
い
ら
し
い
作
品
の
ほ
か
、

押
し
花
や
絵
画
の
展
示
、
茶
道
の
実

演
が
行
わ
れ
る
な
ど
多
種
多
彩
な
催

し
で
、
来
場
者
は
思
い
思
い
に
鑑
賞

し
て
い
ま
し
た
。

11

美どこい花火大会

阿久根小学校の合唱茶道の実演

展示部門

ルナ・フラ
メンコスタ

ジオ
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鶴翔高校創立10周年記念
飛翔祭＆完走歩大会

月
14

、
15

日
の
２
日
に
わ
た
っ
て
、

創
立
10

周
年
記
念
飛
翔
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

１
年
生
は
展
示
、
２
年
生
は
舞
台
、

３
年
生
は
バ
ザ
ー
な
ど
を
中
心
に
取
り

組
み
、
各
団
体
と
も
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高

い
発
表
や
展
示
が
盛
り
だ
く
さ
ん
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
鶴
翔
高
校
名
物
の
農
産
物
・

加
工
品
の
販
売
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
同
窓
生
に

よ
る
バ
ザ
ー
も
あ
り
、
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

11

月
21

日
に
は
、
学
校
か
ら
横
座
ト

ン
ネ
ル
間
の
約
30

㎞
を
歩
く
創
立
10

周

年
記
念
完
走
歩
大
会
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

方
々
の
ご
協
力
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
競
走
し
た
り
、
お
互

い
に
励
ま
し
合
っ
て
歩
い
た
り
、
風
景

を
楽
し
ん
だ
り
し
な
が
ら
自
分
た
ち
の

ペ
ー
ス
で
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

11

完走歩大会（鶴翔高校） 飛翔祭（鶴翔高校）

山下の風祭り（山下小）

沖吉けい子さんによる
「ふれ愛コンサート」（西目小）

尾崎小学校学習発表会
＆尾崎校区文化祭

が
深
ま
る
11

月

の
土
日
は
、
市

内
の
あ
ち
こ
ち
で
コ

ン
サ
ー
ト
や
文
化

祭
、
バ
ザ
ー
な
ど
の

文
化
的
な
行
事
が
開

催
さ
れ
、
大
勢
の
来

場
者
で
賑
っ
て
い
ま

し
た
。

秋

でんえんコンサート（鶴川内小）

あくね環境志民フォーラムが
市民会館などで開催

10月６、25、26日に市民会館
などで、地球温暖化問題をみん
なで考えようと「あくね環境志民
フォーラム」が同実行委員会主催
で開催され、延べ約500人が、講
演会や公開討論会、分科会などに
参加しました。

参加者の「志民」を代表し、西
平良将・阿久根市長が「あくね環
境志民宣言」を発表してフォーラ
ムは閉会しました。

なお、今回のフォーラムの詳細
については、報告書が作成される
予定ですが、ウェブサイトで「あく
ね環境志民フォーラム」と検索さ
れると、内容をご覧いただくこと
ができます。

Ｃｏｌｕｍｎ

公開討論会でパネリストとして参加
した市内中学校の生徒

五色ヶ浜海岸で行われた海洋冒険家
の八幡暁氏によるシーカヤック体験

世界の再生可能エネルギーについて
講演を行う飯田哲也氏

まちの話題　みんなのアルバム



4Akune

まちの話題　みんなのアルバム

バスケットボール『レノヴァ鹿児島』が阿久根で今季初白星

10月30日、にぎわい交流館阿久根

駅で、ＮＰＯ法人ぷれでお主催の「人

と本をつなぐ阿久根駅」と題したふ

れあいコンサートが開かれました。

出演者を含め150人を超える来場者

があり、阿久根幼稚園児によるマー

チングバンドやいきいきサロン「新

町野菊会」による合唱、「阿久根語

りべ」による読み聞かせ等が行われ、

世代を超えた交流となりました。

幼
児
と
ゴ
ー
ル
ド
世
代
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

「
人
と
本
を
つ
な
ぐ
阿
久
根
駅
」
開
催

災
害
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練

北
薩
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
連
絡
協
議
会
主
催

イベント

イベント

災害訓練

10月21日、市民会館大ホールお

よび駐車場周辺で、107人の市民ボ

ランティアなどが参加する災害時

ボランティアセンター設置訓練が

開催されました。

訓練は、大災害を想定したボラ

ンティアセンターの設置・運営の

訓練や包装食袋（ハイゼックス）

を使った炊き出し訓練、講演会な

どが行われました。

11月１、２日に男子プロバスケットボール
ＮＢＤＬ2014－15第３節、レノヴァ鹿児島と
豊田合成の試合が、市総合体育館で行われま
した。初日は68－72で惜敗しましたが、２日
目は84－78で勝利し、今季の初白星を阿久根
で挙げることができました。

▲試合前には、レ
ノヴァのコーチ・
選手への花束贈
呈やサイン会が
行われました。

t両チーム、２
日間とも譲らな
い接戦となりま
した。
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まちの話題
みんなのアルバム

楽しい話題などをお知らせください。総務課秘書広報係　☎0996-73-1208（直通）

イベント

11月９日、市総合運動公園内で阿久

根市民駅伝大会が開催され、43チーム

215人の選手が健脚を競いました。優

勝チームは、次の通りです。（敬称略）
・中学・一般　折多陸上クラブ 中学部
・女子　　　　三笠中学校

・小学生男子　阿久根陸上スポーツ少年団Ａ

・小学生女子　阿久根陸上スポーツ少年団Ａ

11月２日、隼人小学校体育館で第15回隼人校

区運動会が開催されました。今年の運動会に

は、小漉区出身でアメリカ在住の田上俊矢さん

など、同校区出身の65歳組や三笠中の生徒が

多数参加し、運動会を盛り上げていました。

今
年
で
63
回
目
を
迎
え
た

阿
久
根
市
民
駅
伝
大
会
43
チ
ー
ム
が
熱
走

第
15
回
隼
人
校
区

運
動
会
に
65
歳
組

第
16
回

（公財）
阿
久
根
市
美
し
い

海
の
ま
ち
づ
く
り

公
社
Ｇ
Ｇ
大
会
開
催

ニュース

全国で活躍されているおもてなし

講師の古川智子氏を招いた市観光連

盟主催の「おもてなし講座」が、10

月７日、28日の２日間開催され、市

内飲食店、ホテルスタッフなど35人

が受講しました。参加者は、基本マ

ナーの習得やお客様に積極的に声か

けする大切さなどを学んでいました。

お
も
て
な
し
講
座
に

市
内
飲
食
店
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
35
人
受
講

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
105
人
が

シ
ル
バ
ー
月
間
の
一
環
で
奉
仕
作
業

イベント

10月29日、市シルバー人材セン

ターの会員105人が、毎年恒例シル

バー月間の一環で、同センターの活

動を広く理解してもらおうと、道の

駅阿久根や折口駅、阿久根漁港新港

周辺の緑地、市総合運動公園内の４

か所で草払いや清掃等のボランティ

ア作業を行いました。

10

月
28

日
に
市
総
合
運
動

公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ

れ
た
第
16

回
（公財）
阿
久
根
市
美

し
い
海
の
ま
ち
づ
く
り
公
社

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

の
結
果
は
、
次
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
団
体
の
部

・
優
　
勝
　
ド
リ
ー
ム
Ａ

・
準
優
勝
　
高
松
Ｇ
Ｇ
同
好
会

■
個
人
の
部

・
優
　
勝
　
鬼
塚
直
幸

・
準
優
勝
　
谷
山
行
洋

地域交流

イベント
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11

月
７
日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で

平
成
26

年
市
民
表
彰
式
が
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
地
方
自
治
や
産
業
経

済
、
教
育
文
化
、
社
会
福
祉
な
ど
の
分

野
で
市
政
発
展
に
多
大
な
貢
献
の
あ
っ

た
22

名
、
17

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
（
敬
称
略
）

■
地
方
自
治
部
門

▽
小
田
　
利
雄
　
段
区
長
勤
続
15

年

市
民
特
別
表
彰

■
産
業
経
済
部
門

▽
西
　
勘
三
郎

商
工
会
議
所
会
頭
お
よ
び
同
会
議
所

役
員
と
し
て
本
市
商
工
業
の
振
興
発
展

に
貢
献
。

■
社
会
福
祉
部
門

▽
松
﨑
　
勝
雄

阿
久
根
地
区
交
通
安
全
協
会
会
長
お

よ
び
同
協
会
理
事
と
し
て
交
通
安
全
や

事
故
防
止
へ
の
取
組
み
を
推
進
し
、
市

民
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
貢
献
。

■
一
般
篤
行
部
門

▽
日
本
澱
粉
工
業
株
式
会
社

に
ぎ
わ
い
交
流
館
阿
久
根
駅
の
改
修

に
あ
た
り
、
多
額
の
浄
財
を
寄
附
し
、

地
域
活
性
化
に
寄
与
。

▽
阿
久
根
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

ク
ラ
ブ
創
立
40

周
年
に
あ
た
り
、
市

立
図
書
館
に
多
額
の
浄
財
を
寄
附
し
、

児
童
ら
の
教
育
振
興
に
貢
献
。

■
地
方
自
治
部
門

▽
竹
原
　
幸
佑
　
八
郷
区
長
勤
続
10

年

▽
宇
都
　
末
男脇

本
馬
場
区
長
勤
続
９
年

▽
辺
麦
　
行
治
　
萇
野
区
長
勤
続
７
年

▽
宮
原
　
均
　
　
宮
原
区
長
勤
続
６
年

▽
山
口
　
幸
春
　
田
代
下
区
長
勤
続
６
年

▽
田
中
　
高
德
　
丸
内
区
長
勤
続
６
年

▽
小
田
　
法
文
　
筒
田
区
長
勤
続
６
年

▽
有
田
　
健
三
　
上
野
区
長
勤
続
５
年

功
労
者
表
彰

▽
大
漉
　
安
夫
　
古
里
区
長
勤
続
５
年

■
産
業
経
済
部
門

▽
田
原
　
友
太
郎農

業
委
員
16

年
６
か
月

▽
川
畑
　
俊
孝

和
牛
の
肥
育
技
術
お
よ
び
肉
質
の
向

上
に
精
力
的
に
取
組
み
、
本
市
畜
産
業

の
発
展
と
振
興
に
貢
献
。

▽
上
野
　
康
子

地
場
農
産
物
の
加
工
販
売
に
精
力
的

に
取
組
み
、
本
市
商
工
業
の
発
展
に
貢

献
。

▽
阿
久
根
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ

農
産
物
の
地
産
地
消
推
進
活
動
や
新

商
品
開
発
を
通
し
た
食
育
支
援
活
動
に

積
極
的
に
取
組
み
、
農
業
の
振
興
と
地

域
活
性
化
に
貢
献
。

■
教
育
文
化
部
門

▽
田
野
　
美
惠
子
（
故
人
）

教
育
委
員
３
期
10

年

▽
園
田
　
正
雄

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
長
及
び
同
委

員
と
し
て
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
と
普

及
に
貢
献
。

▽
坂
元
　
清
蔵

阿
久
根
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指

導
者
と
し
て
多
く
の
優
秀
な
選
手
の
育

成
と
市
陸
上
協
会
理
事
長
と
し
て
青
少

年
の
健
全
育
成
に
貢
献
。

■
社
会
福
祉
部
門

▽
大
毛
　
健
一
郎

民
生
委
員
児
童
委
員
４
期
12

年

▽
東
新
　
金
熊

民
生
委
員
児
童
委
員
４
期
12

年

▽
山
迫
　
和
代

民
生
委
員
児
童
委
員
４
期
12

年

▽
㞍
無
濵
　
實
男

民
生
委
員
児
童
委
員
４
期
12

年

▽
馬
見
塚
区

▽
落
区

▽
宮
原
区

▽
桑
原
城
下
区

▽
長
谷
区

▽
小
漉
区

▽
木
佐
木
野
区

▽
尾
原
区

▽
米
次
区 

▽
田
代
中
区

▽
東
牧
内
区

▽
大
下
区 

▽
大
渕
川
区

▽
瀬
之
浦
上
区

市
税
な
ど
の
納
税
優
良
団
体

市
民

表
彰
式

市
政
発
展
に

多
大
な
功
績

受
章

栄
え
あ
る
叙
勲

旭
日
雙
光
章

旭
日
単
光
章

▽
阿
久
根
市
議
会
議
員
４
期
16

年
。

▽
阿
久
根
市
議
会
議
員
３
期
12

年
。

西田 孝義さん
（高之口区）

元市議会副議長

（故人）
寺地 世界さん
（新町区）
元市議会議員
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阿久根市政ニュース
市の取り組みなどについてお知らせします。

阿久根市肉牛枝肉共進会
最優秀賞に川畑俊孝さん

11月14日、スターゼンミートプロセッサー㈱阿久根工
場で、阿久根市肉牛枝肉共進会が開催されました。
鶴翔高校を含め、市内の畜産農家が丹精込めて育てら

れた20頭の牛が出品され、最優秀賞に川畑俊孝さん（山
下馬場区）の牛の「百久」が選ばれました。20頭中12頭
もの牛が最上級の５等級に格付けされ、地域の技術力の
高さが伺えるものとなりました。優秀賞は次の通りです。
①松元昭継（古里区）②石原義信（松ヶ根区）
③中村則昭（宮原区）④柏木浩樹（瀬之浦上区）

阿久根市

肉牛枝肉共進会

出水郡医師会広域医療センターと
阿久根消防署が合同消防訓練を実施

11月15日、秋の火災予防運動の一環として、出水郡医
師会広域医療センター内で火災が発生したことを想定し
た合同消防訓練が実施されました。出水郡医師会広域医
療センターと阿久根消防署が連携した合同消防訓練で、
はしご車を使用した救助活動や消防車の放水訓練などが
行われ、約100人が参加しました。
阿久根消防署では、今後も病院側と協議し、万一の災

害に備えた訓練を定期的に開催していきます。

広域医療センターで

合同消防訓練

「海のまち、山のまち」 交流事業で
水産教室を開催（多良木町との交流）
10月25日、熊本県多良木町との交流事業の一環で、阿

久根市で水産教室が開催され、多良木町立黒肥地小学校
の児童とその保護者14人が参加しました。
午前中は、水産振興センターで魚のさばき方の実技講

習が行われ、午後からは阿久根大島周辺で船釣り体験を
行い、マアジやシマアジ、マダイ等の大物を釣りあげて
いました。参加者は、貴重な経験ができたと喜んでいま
した。

水産教室で

多良木町と交流

農村環境改善センターが
30団体に花の苗を無償配布

11月19日、農村環境改善センターが、市内の駅周辺や
道路脇、各地区の花壇などで花いっぱい活動を行ってい
る30団体に花の苗を無償で配布しました。
毎年、同センターが春と秋の２回実施している事業で、

今回はペチュニアやビオラ、リビングストンデージー、
ハボタンの４種の苗を約１万本配布しました。
「まちを花でいっぱいにしたいと思って活動している
ので、無償で配布していただけると本当に助かります」
と苗を受け取りに来られた方が話していました。

農村環境改善センター

花の苗を無償配布

出品された枝肉を確認する関係者

船釣りを楽しむ多良木町立黒肥地小学校の児童

花の種類や色などを確認しながら苗を運ぶ
関係者の方々

訓練ではしご車を使用し、広域医療センター新館
６階のベランダから救助される参加者
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１月
日 １㈭ ２㈮ ３㈯ ４㈰ ５㈪

市役所各課 平常どおり休み（ただし、出生、死亡、婚姻などの届出は警備員室で預かります）

水 道 漏 水
関　　　　係

水道漏水などの場合は、
阿久根市水道保守センター
☎０８０－８５８７－９７３３　で対応いたします。

平常どおり

家庭ゴミの
収　　　　集

燃やせるごみ
収　　　　集
生ごみ収集
（モデル地区のみ）

収 集 し ま せ ん

ゴミ処理場の
営　　　　業

休　　　　　　み
臨時営業 平常どおり

午前８時30分～ 午前８時30分～
午後４時30分　 午後４時30分　

12月
日 26㈮ 27㈯ 28㈰ 29㈪ 30㈫ 31㈬

市役所各課 平常どおり 休み（ただし、出生、死亡、婚姻などの届出は警備員室で預かります）

水 道 漏 水
関　　　　係

平常どおり
水道漏水などの場合は、
阿久根市水道保守センター
☎０８０－８５８７－９７３３　で対応いたします。

家庭ゴミの
収　　　　集

段ボール・
新聞等収集

収集しません
燃やせるごみ
特 別 収 集

生ごみ収集
（モデル地区のみ）

収集しません

ゴミ処理場の
営　　　　業

平常どおり 臨時営業
休　　み

臨時営業 臨時営業
休　　み

午前８時30分～ 午前８時30分～ 午前８時30分～ 午前８時30分～
午後４時30分　 午後４時30分　 午後４時30分　 午後０時　　　

市役所業務、ゴミ出し、水道漏水当番市役所業務、ゴミ出し、水道漏水当番店
市外局番
０９９６

【 問い合わせ先一覧 】
■阿久根市役所
☎０９９６－７３―１２１１（代表）

■北薩広域行政事務組合
・可燃ごみ　環境センター

☎０９９６－７５―０７３９

・不燃ごみ　リサイクルセンター

☎０９９６－８４―４１１１

■し尿くみ取り
・㈲阿久根清掃社

☎０９９６－７２―０６２２

・㈱ロックス

☎０９９６－７３―１３１１

・ＯＦＦＩＣＥ　Ｋ２Ｃ　さつしん清掃

☎０９９６－７３―１４７３

末といえば大掃除。この
時期は毎年、家庭から一

度に大量のごみが出ます。
また、年明け最初の収集日
は普段より多くのごみが出ま
す。ごみの減量にご協力くだ
さい。

年

年年
末始の

お知らせ

年
末
の

大
掃
除
。



9 Akune

募集嘱託員・臨時職員
警備員・管理員
阿久根市では、次のとおり嘱託員、臨時職員および警備員、管理員を募集します。

なお、募集要項および申請書は、12月22日㈪から市役所の市民相談室、各課窓口、

三笠支所および大川出張所で配布します。

１　雇用期間　平成27年４月１日から平成28年３月31日まで

２　資　　格　応募資格等については、募集要項をご覧ください。

なお、本募集は「障害者の雇用の促進等に関する法律」の趣旨を踏まえて実施します。

障害者手帳の交付を受けている方は、雇用期間を延長する制度があります。

３　応募手続　⑴　提出書類　申請書１通および履歴書１通（障害者手帳をお持ちの方はその写し１通）

⑵　受付期間　平成26年12月22日㈪～平成27年１月20日㈫（土日祝日除く。）

４　提 出 先　各担当課で受け付けます。業務内容等の詳細については、担当課にお問い合わせください。

５　選考日等　選考日および選考方法については、募集要項をご覧ください。

■嘱託員 ・臨時職員 ・警備員 ・管理員募集の連絡先一覧　　　市外局番 ： ０９９６

総 務 課 連絡先（直通） 健 康 増 進 課 連絡先（直通） 都 市 建 設 課 連絡先（直通）

電話交換・放送業務等嘱託員

７３－１２１２

栄 養 士 嘱 託 員

７３－１２２８

用 地 事 務 等 嘱 託 員

７３－１１８９庁 舎・ 公 用 車 管 理 員 歯 科 衛 生 士 嘱 託 員 建築技能（大工）嘱託員

事 務 補 助 員 訪問指導嘱託員（保健予防） 市営住宅管理事務等嘱託員

市 役 所 庁 舎 警 備 員 訪 問 指 導 嘱 託 員（ 国 保 ）
７３－１２２４

道 路 作 業 指 導 等 嘱 託 員
７３－１１９２

交 通 安 全 専 門 指 導 員
郵 便 物 使 送 ７３－１２１０ レセプト点検事務嘱託員 道 路 維 持 作 業 補 助 員

企 画 調 整 課 連絡先（直通） 介護保険専門指導嘱託員
（ 認 定 訪 問 調 査 員 ）

７３－１２２９
教 育 総 務 課 連絡先（直通）

働 く 女 性 の 家 指 導 員
７３－１２１４

介護保険専門指導嘱託員
（給付点検及び分析事務） 建築技能（大工）嘱託員

７３－１２５７働 く 女 性 の 家 警 備 員 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 連絡先（直通） 学 校 図 書 館 嘱 託 員

税 務 課 連絡先（直通） 専 門 指 導 嘱 託 員
（ 正 看 護 師 又 は 保 健 師 ）

７３－１２７２

学 校 用 務 員

市 税 等 収 納 嘱 託 員
７３－１２０２

専 門 指 導 嘱 託 員
（ 介 護 支 援 専 門 員 ） 学 校 教 育 課 連絡先（直通）

税 務 窓 口 事 務 等 嘱 託 員 専 門 指 導 嘱 託 員
（ 主 任 介 護 支 援 専 門 員 ） 学 校 教 育 支 援 教 員

７３－１２５８市 民 環 境 課 連絡先（直通） 専 門 指 導 嘱 託 員
（ 社 会 福 祉 士 ） 特 別 支 援 教 育 支 援 員

市役所窓口事務等嘱託員 ７３－１２１８ 訪 問 指 導 嘱 託 員
（ 正 看 護 師 ） 理 科 教 育 支 援 員

海 岸 清 掃 作 業 員
７３－１２１９

農 政 課 連絡先（直通） 生 涯 学 習 課 連絡先（直通）

事業所ごみ分別対策推進員 農村環境改善センター作業員

７３－２１９１

社 会 教 育 指 導 員

７２－１０５１

生 き が い 対 策 課 連絡先（直通） 農村環境改善センター管理員 市 民 会 館 警 備 員

保 育 士 嘱 託 員

７３－１２４８

農村環境改善センター警備員 脇 本 地 区 公 民 館 警 備 員

保 育 園 看 護 師 嘱 託 員 鳥獣被害対策パトロール員
７３－１１４２

大 川 地 区 公 民 館 管 理 員

保 育 園 給 食 嘱 託 員 西目地区集会施設管理員 青 年 の 家 管 理 員

家 庭 相 談 員 商 工 観 光 課 連絡先（直通） 三 笠 支 所 連絡先（直通）

老 人 専 門 指 導 員
７３－１２４１

消 費 生 活 相 談 員 ７３－１１１４ 三笠支所窓口事務等嘱託員 ７５－０００２

要 援 護 者 訪 問 相 談 員 水 産 林 務 課 連絡先（直通） 大 川 出 張 所 連絡先（直通）

子育て支援センター保育士 ７２－３９３９ 栽培漁業センター技術嘱託員
７３－１１６２

大川出張所窓口事務等嘱託員

７４－０００１水 道 課 連絡先（直通） 栽培漁業センター作業員 大川診療所看護師嘱託員

簡 易 水 道 事 務 嘱 託 員
７３－１１０９

鶴川内地区集会施設管理員 ７３－１１６５ 大川診療所医療事務嘱託員

上 水 道 事 務 嘱 託 員
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市役所からのお知らせ
～Ａｋｕｎｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ～

10

■
公
売
物
件

・
土
地
（
宅
地
）
５
４
３
・
３
８
㎡

・
土
地
の
所
在
地

赤
瀬
川
字
中
植
松
３
０
５
番
３
２

※
旧
南
日
本
放
送
局
阿
久
根
ラ
ジ
オ

中
継
所
跡
地

■
公
売
最
低
価
格

６
，
８
５
２
，
０
０
０
円

※
公
売
最
低
価
格
以
上
の
最
高
価
格

が
落
札
価
格
と
な
り
ま
す
。

■
公
売
方
法
　
一
般
競
争
入
札

■
入
札
日
時

平
成
27

年
２
月
２
日
㈪

・
受
付
　
午
後
１
時
〜
午
後
２
時

・
入
札
開
始
　
午
後
２
時
30

分

■
入
札
会
場
　
市
役
所
大
会
議
室

■
現
地
説
明
会

（
公
売
物
件
内
）

平
成
27

年
１
月
26

日
㈪

午
前
10

時
〜

※
説
明
会
参
加
希
望
者
は
、
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
説
明

会
参
加
は
入
札
の
参
加
を
決
定
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
入
札
方
法
や
公
売
物
件
の
用

途
お
よ
び
法
的
規
制
、
提
出
書
類
等
の

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
財
政
課
管
財
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

財
政
課
　
管
財
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
７

（
直
通
）

土地公売の
お知らせ

公売する土地

公
売
物
件

阿久根駅

旧阿久根高校跡地

老
人
ホ
ー
ム

国
道
３
号

、
日
本
で
最
も
話
題
の

お
二
人
が
、
世
界
史
か

ら
現
代
社
会
を
読
み
解
き
ま

す
。
あ
な
た
も
会
場
で
直
に

聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

チ
ケ
ッ
ト
は
、
12

月
15

日

㈪
か
ら
市
民
会
館
、
大
川
出

張
所
、
三
笠
支
所
で
平
日
の

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
の
販
売
を
予
定
し
て
い
ま

す
。な

お
、
１
月
10

日
㈯
ま
で

販
売
し
ま
す
が
、
チ
ケ
ッ
ト

が
売
り
切
れ
次
第
、
終
了
し

ま
す
。

■
日
時

平
成
27

年
１
月
11

日
㈰

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
30

分

■
場
所

市
民
会
館
　
大
ホ
ー
ル

■
チ
ケ
ッ
ト

（
自
由
席
券
）

・
大
人
（
高
校
生
以
上
）

１
枚
　
　
１
０
０
０
円

・
子
ど
も
（
小
・
中
学
生
）

１
枚
　
　
　
５
０
０
円

※
当
日
券
は
２
０
０
円
増
。

今

ジャーナリスト

池上　彰　氏

ジャーナリスト

増田ユリヤ　氏

平成26年度　阿久根市自主文化事業

『池上 彰・
　増田ユリヤ

トークショー』
〈申込 ・問い合わせ先〉

生涯学習課 （市民会館）

☎0996-72-1051



11 Akune

平
成
27
年
度 

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

利
用
申
込
の
ご
案
内

成
27

年
４
月
１
日
以
降
に

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

（
保
育
部
分
）
へ
継
続
・
新
規

入
所
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
に

対
し
、
利
用
申
込
の
受
付
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
間
お
よ
び
時
間

平
成
26

年
12

月
26

日
㈮
ま
で

（
土
日
祝
日
は
除
く
。）

・
午
前
８
時
30

分
〜
正
午

・
午
後
１
時
〜
午
後
７
時

■
申
込
場
所

生
き
が
い
対
策
課

児
童
対
策
係

（
市
役
所
１
階
⑤
番
窓
口
）

■
申
込
方
法

【
継
続
】 

平
成
26

年
11

月
現
在
で
、
保

育
所
ま
た
は
認
定
こ
ど
も
園
に

入
所
さ
れ
て
い
る
施
設
を
通
じ

て
、
申
請
書
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
新
規
】 

生
き
が
い
対
策
課
児
童
対
策

係
、
大
川
出
張
所
、
三
笠
支
所

に
申
請
書
一
式
を
備
え
付
け
て

い
ま
す
。
必
要
書
類
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
入
所
資
格

保
護
者
が
働
い
て
い
る
等
の

平

理
由
で
、
家
庭
内
で
十
分
な
保
育
が
で

き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
子
ど
も
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

▼
父
母
共
に
働
い
て
い
る
場
合
（
内
職

も
含
む
）
　
　
▼
求
職
活
動

▼
妊
娠
・
出
産
　
▼
介
護
・
看
護

▼
保
護
者
の
疾
病
・
障
が
い

▼
災
害
復
旧
　
　
▼
就
学
（
保
護
者
）

▼
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

▼
育
児
休
業
取
得
中
に
、
す
で
に
保
育

し
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
継
続
利
用

が
必
要
で
あ
る
場
合

▼
そ
の
他
、
市
が
認
め
た
場
合

■
入
所
な
ど
の
決
定

入
所
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
い

て
か
ら
、
市
で
保
育
の
必
要
性
の
認
定

を
行
い
、
保
護
者
の
希
望
や
保
育
所
の

状
況
等
、
利
用
調
整
を
し
て
か
ら
決
定

し
ま
す
。
た
だ
し
、
入
所
条
件
に
合
致

し
な
い
場
合
は
入
所
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

平
成
27

年
度
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
申
し
込

み
等
が
例
年
か
ら
変
更
さ
れ
た
部
分
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

生
き
が
い
対
策
課
　
児
童
対
策
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
４
８

（
直
通
）

■市内保育所または認定こども園一覧

保　育　所　名　な　ど 所　在　地 電 話 番 号

認定こども園　阿久根めぐみ園 波留５４６５－１ 0996－72－0431

認 定 こ ど も 園　 あ く ね 園 塩浜町１－１１５ 0996－72－1582

阿 光 保 育 園 鶴見町１６２ 0996－73－1775

お り た 保 育 園 折口１６３３－３ 0996－75－0170

文 旦 保 育 園 脇本６３７ 0996－75－3310

み ど り が 丘 保 育 園 赤瀬川８８７－１ 0996－73－3280

蓮 華 保 育 園 波留４５８ 0996－72－0043

み な み 保 育 園 西目２０８６ 0996－72－0473

※認定こども園の教育部分を希望される方は、直接、認定こども園にお問い合わ
せください。
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平成27年度　市県民税　　　　　　　 申告受付日程表
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

⎧
┃
┃
⎩

⎫
┃
┃
⎭

月　日 区　名 時　間

１月19日
㈪

尻 無
（旧尻無上）

9：30～11：00

尻 無
（旧尻無中）
（旧尻無下）

13：30～17：00

１月20日
㈫

仲 仁 田

9：30～11：30
中 屋 敷

的 場

川 畑 中

牛 之 浜 13：30～16：00

１月21日
㈬

大 川 島

9：00～11：30
馬 見 塚

枦

落

飛 松 13：15～14：45

高 之 口 15：00～17：00

１月22日
㈭

佐 潟 9：00～11：00

陳 之 尾 13：30～14：30

大 下 15：00～16：30

萇 野 13：30～14：30

弓 木 野 15：00～16：00

１月23日
㈮

尾 崎 9：00～11：00

山 下 馬 場
14：00～17：00

遠 矢

１月26日
㈪

筒 田 9：30～11：30

内 田 13：30～15：00

大 林 15：30～16：30

月　日 区　名 時　間

１月27日
㈫

米 次 9：30～10：00

田 代 中 10：30～11：30

尾 原 9：30～10：00

田 代 下 10：30～11：30

横 手

13：30～16：00宮 原

栫

１月28日
㈬

牟 田 9：00～11：00

木 佐 木 野 13：30～14：30

丸 内 9：30～11：00

羽 田 13：30～14：30

桑 原 城 上

15：00～16：00桑 原 城 下

長 谷

１月29日
㈭

桐 野 下 9：30～11：30

脇 本 浜
13：30～16：00

脇 本 馬 場

１月30日
㈮

永 田 上 9：30～11：00

永 田 下
13：30～16：00

折 口 東

２月２日
㈪

黒 之 上 9：00～10：30

松 ケ 根 11：00～11：30

小 漉 13：30～14：30

深 田 9：30～11：30

八 郷 13：30～15：00

２月３日
㈫

瀬 之 浦 上 9：30～11：30

瀬 之 浦 下 13：30～15：30

月　日 区　名 時　間

２月４日
㈬

黒 之 浜
9：00～11：30

大 谷

槝 之 浦 東
13：30～15：30

槝 之 浦 西

２月５日
㈭

古 里 9：00～11：30

町
13：30～15：30

浜

大 漉 13：30～15：00

２月６日
㈮

下 村
9：00～11：30

上 原

桐 野 上 13：30～15：00

大 渕 川 15：30～16：00

２月９日
㈪

段 9：30～11：30

寺 山 13：30～14：30

高 松 15：00～16：00

２月10日
㈫

大 尾 9：30～11：30

中 村

13：30～16：30
牧 内

東 牧 内

浦

２月12日
㈭

上 野 9：30～11：00

波 留 13：30～16：00

２月13日
㈮

倉 津 9：30～11：00

大 丸
13：30～15：30

遠 見 ヶ 岡

２月16日
㈪

潟 9：30～11：30

新 町 13：30～15：00

※申告会場については、個別にお届けする「市県民税の申告のお知らせ」や区の放送などでご確認ください。

平
成
27

年
１
月
１
日
現
在
で
阿
久
根
市
に

住
所
の
あ
る
方
は
、
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
申
告
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

（
専
従
者
含
む
。）

②
給
与
収
入
の
み
で
社
会
保
険
に
加
入
し
、

勤
務
先
で
年
末
調
整
が
さ
れ
、
源
泉
徴
収

票
を
交
付
さ
れ
た
方
（
勤
務
先
か
ら
市
に

報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
す
。）

③
公
的
年
金
収
入
の
み
の
一
部
の
方

（
今
月
、
市
か
ら
桃
色
の
「
市
県
民
税
の
申

告
の
お
知
ら
せ
」
が
届
い
た
方
で
公
的
年

金
収
入
の
み
の
方
）

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、保
険
税（
料
）

の
軽
減
判
定
に
必
要
な
た
め
、
所
得
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
申
告
が
必
要
で
す
。

公
的
年
金
収
入
の
み
の
方
で
、
右
記
の
③

以
外
の
方
は
、
所
得
税
・
市
県
民
税
が
課
税

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
年
金
支
払

機
関
か
ら
送
付
さ
れ
た
「
公
的
年
金
源
泉
徴

収
票
」
を
お
持
ち
に
な
り
、
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

申
告
に
は
、
収
入
、
経
費
、
控
除
等
が
わ

か
る
資
料
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

な
お
、
受
付
当
日
に
都
合
の
悪
い
方
は
３

月
２
日
か
ら
３
月
16

日
（
土
・
日
を
除
く
。）

ま
で
、
市
役
所
税
務
課
で
申
告
を
受
け
付
け

ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
課
税
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
０
３
（
直
通
）

1月１９日から市県民税の申告受付が始まります！
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月
は
『
当
選
商
法
』
に
つ
い
て
で

す
。
『
当
選
商
法
』
と
は
、
宝
く

じ
や
ロ
ト
６
く
じ
等
を
利
用
し
て
手
数

料
や
個
人
情
報
を
搾
取
し
た
り
、「
当

選
番
号
を
教
え
る
」
と
言
っ
て
、
お
金

を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
的
な
商
法
で
す
。

事
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

①
海
外
か
ら
届
い
た
封
書
に
、「
あ
な

た
は
海
外
の
宝
く
じ
に
当
選
し
、
○

億
円
を
受
け
取
る
権
利
を
得
ま
し

た
。
受
け
取
る
に
は
、
手
数
料
○
千

円
を
振
り
込
み
、
入
金
の
た
め
に
個

人
情
報
や
口
座
番
号
を
送
付
す
る
よ

う
に
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、お
金
を
振
り
込
み
ま
し
た
が
、

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
当
選
金
は
入
金

さ
れ
ま
せ
ん
。

②
電
話
が
あ
り
、「
私
は
ロ
ト
６
の
業

者
と
知
り
合
い
で
、
事
前
に
当
選
番

号
が
分
か
る
。
明
日
、
発
表
さ
れ
る

当
選
番
号
を
教
え
る
の
で
、
明
日
の

新
聞
を
見
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
、

翌
日
の
新
聞
を
見
る
と
、
そ
の
番
号

が
当
選
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

「
来
週
の
ロ
ト
６
の
当
選
番
号
を
教

今

え
る
の
で
、
情
報
料
と
し
て
○
百
万

円
を
宅
配
便
で
送
る
よ
う
に
」
と
言

わ
れ
た
の
で
、
お
金
を
送
り
、
番
号

を
教
え
て
も
ら
っ
た
が
、
教
え
ら
れ

た
番
号
は
当
た
ら
な
か
っ
た
。

誰
し
も
大
金
が
入
る
と
な
れ
ば
、
正

常
な
判
断
が
で
き
な
く
な
り
が
ち
で
す
。

買
っ
て
も
い
な
い
宝
く
じ
は
当
た
り
ま

せ
ん
。
ロ
ト
６
等
の
抽
選
は
、
新
聞
発

表
の
前
日
に
行
わ
れ
、
そ
の
番
号
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
そ
の
日
に
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
公
表
さ
れ
て
い
る
番

号
を
言
う
の
で
す
か
ら
、
新
聞
の
番
号

と
同
じ
に
な
る
の
は
当
た
り
前
で
す
。

ま
た
、抽
選
は
厳
正
に
行
わ
れ
ま
す
。

抽
選
が
行
わ
れ
る
ま
で
は
、
誰
も
知
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
こ
と

を
考
慮
し
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。困
っ
た
と
き
に
は
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
　
商
工
観
光
課
内
）

☎
０
９
９
６（
７
３
）１
２
１
１（
代
表
）

（
内
線
１
１
１
２
）

【第８回】

消
費

生
活
コ
ー
ナ
ー

『
当
選
商
法
』

大当たり

月
９
日
、
甑
島
列
島
東
方
沖
で
地

震
（
震
度
５
強
）
が
発
生
し
、
本

市
を
含
む
東
シ
ナ
海
沿
岸
に
高
さ
４
ｍ

の
津
波
が
襲
来
す
る
と
い
う
想
定
で
、

市
内
全
域
を
対
象
に
地
震
・
津
波
の
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

各
地
域
で
は
、
大
津
波
警
報
の
サ
イ

レ
ン
を
合
図
に
、
地
域
で
定
め
ら
れ
た

一
時
的
避
難
場
所
へ
の
避
難
を
実
践
さ

れ
ま
し
た
。

日
ご
ろ
か
ら
市
の
防
災
マ
ッ
プ
を
活

用
し
、
地
域
や
家
族
間
で
地
震
に
よ
る

津
波
が
発
生
し
た
場
合
、
ど
こ
に
避
難

す
れ
ば
よ
い
か
確
認
し
合
う
等
、
今
後

と
も
継
続
し
た
取
組
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
自
主
防
災
組
織
や
防

11

災
に
関
す
る
出
前
講
座
の
申
込
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

■
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
避
難
を
！

・
市
か
ら
の
避
難
指
示
が
あ
っ
た
と
き

・
津
波
、
土
石
流
、
が
け
崩
れ
、
地
す

べ
り
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
と
き

・
近
隣
で
火
災
が
発
生
し
、
他
の
建
物

等
へ
燃
え
広
が
る
恐
れ
が
あ
る
と
き

・
自
宅
で
火
災
が
発
生
し
、
火
が
天
井

ま
で
燃
え
移
っ
た
と
き

・
建
物
が
倒
壊
す
る
危
険
が
あ
る
と
き

・
危
険
物
が
爆
発
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
き

■
津
波
の
特
徴

・
水
深
が
深
い
ほ
ど
速
い

・
２
度
３
度
と
繰
り
返
し
来
る

・
海
岸
の
形
状
に
よ
り
予
想
以
上
の

高
さ
に
な
る

■
津
波
か
ら
避
難
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト

・
揺
れ
の
程
度
で
自
己
判
断
し
な
い

・
原
則
、
避
難
に
車
は
使
用
し
な
い

・
原
則
、山
の
斜
面
へ
の
避
難
は
し
な
い

・
「
遠
く
」
よ
り
も
「
高
く
」
逃
げ
る

※
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
０
（
直
通
）

地震 ・津波に対する

避難訓練を実施しました

市役所からのお知らせ
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70歳未満の国民健康保険加入者の皆さんへ

平成27年１月から高額療養費
自己負担限度額の区分が変わります

度改正に伴い、平成27年１月から70歳未満

の高額療養費について、自己負担限度額（月

額）が以下の通り変更となります。

なお、70歳以上の方の自己負担限度額の区分

の変更はありません。

制 s自己負担額の計算条件
①月（１日から末日）ごとに計算します。
②同じ医療機関でも医科と歯科、入院と外来は

それぞれ別計算になります。
③入院時の食事代や差額ベッド代など保険適用

外の医療行為は対象外です。

〈平成26年12月まで〉

区　分 所得要件 限　度　額

Ａ

上位所得者

（注１）

総所得金額

600万円超

150,000円＋（医療費
－500,000円）×１％
〈年４回目以降〉

83,400円

Ｂ

一般所得者

総所得金額

600万円以下

80,100円＋（医療費
－267,000円）×１％
〈年４回目以降〉

44,400円

Ｃ

低所得者

住民税

非課税世帯

35,400円
〈年４回目以降〉

24,600円
（注１）「総所得金額」とは、国民健康保険税の算

定基礎となる基礎控除後の額です。

〈平成27年１月から〉

区　分 所得要件 限　度　額

ア

（注２）

基準総所得

901万円超

252,600円＋（医療費
－842,000円）×１％
〈年４回目以降〉

140,100円

イ

基準総所得

600万～901万円

以下

167,400円＋（医療費
－558,000円）×１％
〈年４回目以降〉

93,000円

ウ

基準総所得

210万～600万円

以下

80,100円＋（医療費
－267,000円）×１％
〈年４回目以降〉

44,400円

エ
基準総所得

210万円以下

57,600円
〈年４回目以降〉

44,400円

オ
住民税

非課税世帯

35,400円
〈年４回目以降〉

24,600円
（注２）「基準総所得」とは、前年の総所得額等から

基礎控除額（33万円）を差し引いた額です。

【留意点】

70歳未満の方で、平成26年12月31日まで有効

の「限度額認定証」をお持ちの方には、平成27年

１月上旬までに平成27年１月１日から有効となる

「限度額認定証」を送付しますので、入院または

受診されている医療機関に提示してください。

s入院または高額な外来診療が必要な時は「限度額認定証」を申請しましょう。阿久根市国民
健康保険の方は、健康増進課　国保係へお問い合わせください。また、社会保険などに加入

されている方は、加入されている健康保険へお問い合わせください

※問い合わせ先
阿久根市　健康増進課　国保係　☎０９９６－７３－１２２４（直通）
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健

ーー

康

コ ナ

７・９・11月に実施した

『総合健診』の報告
今年の総合健診は、７・９月の14日間と11月に

２日間、日程を追加して実施しました。当日の来

場者数は2,590人で、多くの方が健診を受診しま

した。

特定・長寿健診
■特定健診

	１，２９２人

※昨年度より　82人増

■長寿健診

	 ４９９人

※昨年度より　28人増

胃がん検診
	１，３２５人

※昨年度より

14人減

大腸がん検診
	１，８１９人

※昨年度より

５人増

腹部超音波

検診
	２，０６０人
※昨年度より

51人増

今年度の総合健診の受診者数
は、昨年度よりも増えました。

しかし、県内の他の市町村と
比較すると、まだまだ受診者は
少ない状況です。

健診は、自分の体を守るため
に大切なことです。これからも
家族や友達、近所の方と一緒に
健診を受けて、毎日を健やかに
過ごしましょう。

インフルエンザは、いったん流行が始まると、

短期間に多くの人への感染が広がります。例年12

月～３月ごろに流行します。一人ひとりが「かか

らない」「うつさない」という気持ちで、次のこ

とに心がけて予防に努めましょう。

〈問い合わせ先〉
健康増進課　保健予防係

☎０９９６－７３－１２２８（直通）

〈日常から行える感染症予防対策〉

感染症の予防には、うがい、手洗いが一番！

■手洗い

石けんでこまめに手洗い

を行いましょう。手についた

ウイルスを洗い流します。

■うがい

日常的にうがいを行いま

しょう。のどについたウイル

スを洗い流す効果があります。

■マスクの着用

せき・くしゃみが出たら、

マスクをつけましょう。飛沫

感染を防ぐと共に、鼻やのど

を乾燥から守ります。マスク

の着用で、咳エチケットを忘

れずに！

■適度な湿度の保持

空気が乾燥すると、インフルエンザにかかりや

すくなります。乾燥しやすい室内では、加湿器な

どを使って適切な湿度（50～60％）を保ちましょ

う。

■十分な休養とバランスのとれた栄養摂取に心がけ

ましょう。

インフル
エンザを
予防しよう

流行に要注意！
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平成26年度上半期の一般会計予算現額は、繰越

分を含め、平成26年９月30日現在で118億3,123万
円となっています。

なお、収入済額は54億2,536万円、支出済額は
42億9,245万円です。

歳入 予算現額 118億3,123万円
収入済額 54億2,536万円
収 入 率 45.86％　

歳出 予算現額 118億3,123万円
支出済額 42億9,245万円
支 出 率 36.28％　

《歳入》年度内における全ての収入のことで、この収入
をもって１年間に支出する事業等の費用を賄います。

《市税》皆さまが、市に納められた市民税や固定資産税
などの税金です。

《地方交付税》国が徴収した所得税、法人税、酒税など
の中から市の財政的な需要に応じて国から交付される
ものです。

《国庫・県支出金》使い道が限定されたお金で、国また
は県から補助、交付されるものです。

《市債》市が公共事業などの大きな事業を行うために、
国や金融機関等から借り入れた借入金です。

《諸収入》延滞金や預金利子、貸付金に対する元利収入
金、光熱水費などの雑入金です。

《その他》使用料や負担金、寄附金などです。

《歳出》支出。年度内に行う事業等に要する費用です。
《総務費》職員、嘱託職員等の給与や住民窓口、選挙費
用、庁舎等の管理費等の一般的な事務に使う費用です。

《民生費》高齢者や児童、身障者福祉等の社会福祉に使
う費用です。

《農林水産業費》農林水産業の振興、農林道や漁港整備
等に使う費用です。

《土木費》道路や河川、公営住宅の整備等に使う費用です。
《教育費》学校の施設整備や運営、社会教育等に使う費
用です。

《公債費》道路や施設整備等の大規模な事業のために借
り入れたお金の返済金です。

《その他》健康づくりやゴミ処理等の衛生費、消防防災
施設の整備や消防業務等の消防費、商工業や観光振興
等の商工費等があります。

市税

地方交付税

国庫支出金

県支出金

市債

諸収入

その他

18億3,362万円
11億4,544万円（62.47%）

40億8,700万円
27億5,729万円 （67.46%）

16億352万円

6億2,639万円（39.06%）

11億3,608万円

10億9,350万円

2億2,915万円

18億4,836万円
8億2,283万円（44.52%）

2,599万円（11.34%）

0万円（0.00%）

4,743万円（4.17%）

0 10 20 30 40 50（億円）

予算現額

収入済額

（　　）内は収入率

総務費

民生費

農林水産業費

土木費

教育費

公債費

その他

14億20万円

6億2,844万円（44.88%）

45億5,020万円
14億8,752万円（32.69%）

7億3,705万円
2億8,054万円（38.06%）

13億3,449万円

10億500万円

11億6,147万円

16億4,281万円
6億5,024万円（39.58%）

5億6,260万円（48.44%）

3億5,963万円（35.78%）

3億2,347万円（24.24%）

0 10 20 30 40 50（億円）

予算現額

支出済額

（　　）内は支出率

※　四捨五入していますので、一致しない場合があります。

歳入・歳出予算現額には、
繰越分である３億2,257
万円が含まれています。

平成２６年度上半期の
予算執行状況（一般会計）

今
年
の

上
半
期
で
す
！
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s「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです
s阿久根市役所☎0996-73-1211（代表） s三笠支所☎0996-75-0002 s大川出張所☎0996-74-0001　 ら し の 情 報 く 

学

新

校
給
食
用
物
資
の

納
入
希
望
者
を
公
募
し
ま
す

築
・
増
築
・
解
体
し
た
建
物
は

あ
り
ま
せ
ん
か

阿
久
根
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平

成
27
年
度
給
食
用
物
資
の
納
入
を
希
望
さ
れ

る
市
内
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

納
入
を
希
望
さ
れ
る
業
者
の
方
は
、
平
成

27
年
１
月
６
日
㈫
か
ら
１
月
30
日
㈮
ま
で
の

間
に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
申
込
書
（
指
定
願
）
は
、
同
セ

ン
タ
ー
で
準
備
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
法
人
組
織
に
よ
る
大
規
模
小
売

店
（
通
称
ス
ー
パ
ー
）
は
除
き
ま
す
。

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
７
０
８
１

税
務
課
固
定
資
産
税
係
で
は
、
平
成
26
年

１
月
２
日
以
降
に
新
築
・
増
築
・
解
体
し
た

建
物
の
確
認
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
解
体
し
た
建
物
に
つ
い
て
は
、
解
体

（
滅
失
）
し
た
と
い
う
届
出
が
な
い
と
、誤
っ

て
課
税
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

・
建
物
を
解
体
し
、
届
出
を
さ
れ
て
い
な
い

方
ま
た
は
平
成
27
年
１
月
１
日
ま
で
に
家

屋
を
解
体
す
る
予
定
の
方
は
、
お
早
め
に

税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

・
固
定
資
産
税
の
家
屋
は
毎
年
１
月
１
日
時

点
で
現
存
し
て
い
る
建
物
に
課
税
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

固
定
資
産
税
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
０
４
（
直
通
）

の
「
も
し
も
」
は
１
１
８
番
。
毎
年
１
月
18
日
は
１
１
８
番
の
日
で
す
。

海

難
病
に
か
か
る
「
新
た
な
医
療
費

助
成
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す

「
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
り
、
平
成
27
年
１
月
か
ら
難

病
に
か
か
る
「
新
た
な
医
療
費
助
成
制
度
」

が
始
ま
り
ま
す
。

な
お
、手
続
き
の
詳
細
な
ど
に
つ
い
て
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
助
成
対
象
が
56
疾
患
か
ら
約
300
疾
患
へ
と

段
階
的
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

■
月
額
自
己
負
担
限
度
額
の
金
額
・
算
定
方

法
が
変
わ
り
ま
す
。

■
医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、
県
が

指
定
す
る
「
指
定
医
療
機
関
」
が
行
う
特

定
医
療
に
限
ら
れ
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
鹿
児
島
県
難
病
相
談
　
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
（
２
１
８
）
３
１
３
４

・
出
水
保
健
所

☎
０
９
９
６
（
６
２
）
１
６
３
６

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の

登
載
申
請
に
つ
い
て

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
平
成
27
年
の

市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
作
成
す

る
た
め
、
対
象
者
は
１
月
１
日
現
在
で
申
請

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
対
象
者
に
は
、
12

月
の
中
ご
ろ
、

個
別
に
申
請
書
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
次
の

と
お
り
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
区
長
を
通
じ
て
提
出
さ
れ
る
場
合

１
月
８
日
㈭
ま
で
に
区
長
へ

◇
直
接
提
出
さ
れ
る
場
合

１
月
９
日
㈮
ま
で
に
農
業
委
員
会
事
務
局

へ
※
問
い
合
わ
せ
先

・
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
４
９
（
直
通
）

・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
６
７
（
直
通
）

移
動
ね
ん
き
ん
相
談
所
の
開
設

（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
な
ど

の
年
金
制
度
全
般
に
関
す
る
『
移
動
ね
ん
き

ん
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
に
は
、
川
内
年
金
事
務
所
の
職
員
な

ど
が
応
じ
ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
予
約
の
際
は
、「
相
談
内
容
」「
氏
名
」「
基

礎
年
金
番
号
」「
連
絡
先
（
電
話
番
号
）」
な

ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
１
月
22
日
㈭
　
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分

※
予
約
さ
れ
た
時
間
の
10
分
前
ま
で
に
待

合
室
の
第
９
会
議
室
（
１
階
）
に
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
。

◇
場
所
　
市
民
会
館
　
第
10
会
議
室（
１
階
）

◇
持
参
す
る
も
の

・
印
か
ん

・
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、

ね
ん
き
ん
特
別
便
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
等

・
本
人
確
認
の
で
き
る
資
料

※
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど

ま
た
、
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
も
必

要
で
す
。

◇
予
約
受
付
　
１
月
５
日
〜
１
月
16
日（
厳
守
）

※
予
約
受
付
先

市
民
環
境
課
　
住
民
年
金
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
８
（
直
通
）

償
却
資
産
の
申
告
は

お
早
め
に

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
資
産
台
帳
の
登

録
と
そ
の
価
格
決
定
に
必
要
な
事
項
を
毎
年
、

申
告
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
２
月
２
日
㈪
ま
で
に
税
務
課
固

定
資
産
税
係
ま
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
償
却
資
産
と
は

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営

さ
れ
て
い
る
方
が
、
事
業
の
た
め
に
所
有
し

て
い
る
次
の
も
の
が
該
当
し
ま
す
。

①
構
造
物
　
②
機
械
・
装
置
　
③
船
舶

④
航
空
機
　
⑤
車
両
・
運
搬
具

⑥
工
具
・
器
具
・
備
品
な
ど

ま
た
、
固
定
価
格
買
取
制
度
の
認
定
を
受

け
て
取
得
さ
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
設
備
（
太
陽
光
発
電
設
備
）
も
償
却
資
産

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
低
圧
か
つ
10
Ｋ
Ｗ
未
満
の
住
宅

等
太
陽
光
発
電
設
備
は
、
申
告
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

固
定
資
産
税
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
０
４
（
直
通
）
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月の元気者
モン

は、地元で「読み聞かせの達人」「不

死鳥」と呼ばれて慕われている井上悦子先生

です。井上先生は、40年ほど小学校の教諭を務め
て退職された後、本人曰く３度の大きな事故を見

事に乗り越え、読み聞かせ活動をはじめ、さまざ

まな奉仕活動を精力的に行っています。

近所に住む息子の井上浩一さんは、「独り暮らし

で高齢の母がずっと気がかりだったので、親孝行

をしようと退職してすぐ帰って来て３年が経ちま

した。今の母の姿を見ている限り、そのような心

配は、喜憂に終わったところです」と満面の笑み

を浮かべながら話してくださいました。

「私は『よく咲いたと神さまにほめられるように』

という言葉が大好きで、何事にも精一杯取り組ん

できました。周りの人から『100歳まで大丈夫よ』
と言われますが、まずは90歳までしっかり活動が
できればと思っています」と謙虚に話す井上先

生。評判通りスケールの大きな元気者でした。

今

s長年、児童教育に専念され
たことや、読み聞かせ等の奉
仕活動を精力的にされてきた
ことが認められ、10月14日、
阿久根ロータリークラブから
「職業奉仕賞」を受賞された
井上悦子先生（右から２人目）。

者元気
モン

アクネの

フレスマプラス

午前８時30分～ ※一斉放水は阿久根漁港で行います

新春恒例の消防出初式を開催します。消防団員など
が日ごろの訓練成果を披露するほか、市中行進、１年
間の無火災の実現と市民の安心・安全を願って行う一
斉放水は圧巻です。ぜひご家族そろってご来場ください。

阿久根消防署

☎0996-72-0119

問い合わせ先

昨年の成人式

平成６年４月２日から平成７年４月１日までの出生者で、
阿久根市に住民登録をしている方のほか、過去に本市に在住
経験があり、本市での成人式出席を希望される方も出席でき
ますので、12月25日㈭までに生涯学習課へご連絡ください。


